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【
翻
訳
】 

 
 

コ
ロ
ナ
時
代
の
地
球
人
文
学 

趙 
 

晟
桓 

・ 

許 
 

南
診 

翻
訳
：
片
岡 

 

龍 

 

Ⅰ
．
は
じ
め
に
：
円
仏
教
思
想
研
究
院
の
紹
介 

  

円
光
大
学
校
円
仏
教
思
想
研
究
院
は
、
二
〇
一
六
年
に
大
学
重

点
研
究
所
に
選
ば
れ
、
「
近
代
韓
国
宗
教
の
公
共
性
」
一

を
主
題

と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
研
究
さ
れ
た
内
容

を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

東
学
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
開
闢
」
は
、
韓
国
の
自
生
的

近
代
化
運
動
（i

n
d

i
g

e
n

o
u

s
 m

o
d

e
r

n
i
t
y

 
m

o
v

e
m

e
n

t
）

の
思
想
的
理
念
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
斥
邪
派
や
開
化
派
と
は

異
な
る
第
三
の
道
を
選
ん
だ
と
い
う
点
か
ら
「
開
闢
派
」
と

し
て
分
類
で
き
、
こ
れ
ら
の
開
闢
宗
教
が
追
求
し
た
公
共
性

は
、
人
間
と
国
家
の
境
界
を
越
え
て
地
球
的
（g

l
o

b
a

l

）

次
元
の
生
命
と
平
和
、
会
通
と
共
和
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
点
で
、
「
地
球
的
公
共
性
」
と
命
名
で
き
る
。 

  

こ
れ
ら
の
蓄
積
を
も
と
に
、
今
年
（
二
〇
二
二
年
）
か
ら
、
次

の
段
階
の
研
究
を
並
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
〈
地
球
化
時
代
の
人

文
学
〉
（H

u
m

a
n

i
t
i
e

s
 
i
n

 
t
h

e
 a

g
e

 
o

f
 
G

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

）
で

あ
る
。
略
し
て
「
地
球
人
文
学
」
と
も
称
す
。
人
文
学
と
い
っ
て

も
、
文
・
史
・
哲
に
限
定
せ
ず
、
社
会
学
・
政
治
学
・
宗
教
学
・

人
類
学
な
ど
の
社
会
科
学
と
も
連
結
し
て
い
る
。
西
洋
で
は
、
一

九
九
〇
年
代
か
ら
各
分
野
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
地
球
的
）
」
と
い

う
修
飾
語
を
付
け
た
研
究
が
興
り
始
め
た
が
、
そ
れ
を
本
格
的
に

「
地
球
人
文
学
」
と
い
う
独
立
し
た
学
問
分
野
と
認
識
し
て
は
い

な
い
。 
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Ⅱ
．
地
球
化
と
地
球
学 

 
１
．
「
地
球
学
」
と
は
何
か
？ 

 

「
地
球
学
」
の
核
心
概
念
は
、
「
地
球
化
」
（g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

）

だ
。
地
球
化
は
、
「
地
球
が
一
つ
に
つ
な
が
れ
て
い
く
」
と
い
う

意
味
だ
。
「
地
球
化
時
代
」
は
、
こ
の
よ
う
な
地
球
化
が
展
開
さ

れ
る
時
代
を
言
う
。
コ
ロ
ナ
の
別
称
で
あ
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」

を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。 

 

「
地
球
化
」
と
い
う
用
語
が
広
く
使
用
さ
れ
始
め
た
時
点
は
、

一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
。
世
界
中
の
ど
こ
で
も
目
に
す
る
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ま
た
超
国
家
的
機
構
な
ど
は
、
地

球
化
現
象
を
示
す
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
。
現
代
人
の
生
活
は
、

時
間
が
進
む
に
つ
れ
、
相
互
関
係
が
緊
密
に
な
り
、
お
互
い
の
依

存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
地
球
化
は
こ
の
よ
う
な
変
化
を
最
も

よ
く
捉
え
る
概
念
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
地
球
化
と

は
何
か
？
」
に
つ
い
て
は
多
様
な
解
釈
が
あ
る
が
、
主
に
相
互
接

続
性
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
す
な
わ
ち
個
人
・
集
団
・
社
会
が
一
つ

の
地
球
の
中
で
、
互
い
に
緊
密
に
相
互
作
用
す
る
過
程
と
し
て
定

義
さ
れ
る
。
し
か
し
地
球
化
は
、
必
ず
し
も
連
結
性
や
単
一
性
の

み
を
強
調
す
る
の
で
は
な
い
。
地
球
的
（g

l
o

b
a

l

）
と
地
域
的

（lo
c

a
l

）
が
合
わ
さ
っ
た
「
地
球
地
域
的
（g

l
o

c
a

l

）
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
（
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
）
、
地
球

化
と
と
も
に
地
域
化
も
同
時
に
進
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

ば
コ
ロ
ナ
の
場
合
、
伝
播
は
地
球
的
だ
が
、
防
御
は
国
家
別
に
行

わ
れ
、
感
染
の
危
険
の
た
め
に
オ
フ
ラ
イ
ン
行
事
は
小
規
模
で
行

わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
地
球
化
が
良
い
か
悪
い
か
を
め
ぐ
る
論
争
も
進
行
中

だ
。
地
球
化
論
争
を
い
ち
い
ち
す
べ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
明
ら
か
な
の
は
地
球
化
が
両
面
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
人
権
・
平
和
の
よ
う
な
肯
定
的
な
価
値
を
地
球
的
に

拡
散
さ
せ
も
す
る
が
、
経
済
的
不
平
等
・
ヘ
イ
ト
・
気
候
危
機
な

ど
は
地
球
化
の
暗
い
裏
側
だ
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
コ
ロ
ナ

1 9

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
超
連
結
社
会
が
も
た
ら
し
た
災
害
で
あ
る
。
そ

れ
で
あ
る
人
は
「
脱
地
球
化
」
を
提
唱
し
た
り
、
別
の
あ
る
人
は

地
球
的
連
帯
の
必
要
性
を
主
張
す
る
な
ど
、
地
球
化
の
論
争
は

ま
だ
熱
い
。 

 

２
．
韓
国
で
の
「
地
球
化
」
受
容 

 

地
球
化
概
念
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
西
洋
の
学
界
で
本
格
的

に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
韓
国
に
は
「
世
界
化
」
と
い

う
訳
語
で
ま
ず
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
「
世
界
化
」
は
、
地
球
化

の
経
済
的
側
面
だ
け
を
指
す
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
新
自
由
主

義
の
よ
う
な
「
経
済
的
地
球
化
」
を
「
世
界
化
」
と
翻
訳
し
た
の

で
あ
る
。
一
方
、
「
世
界
化
」
は
「
国
際
化
」
と
い
う
意
味
で
も
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用
い
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
「
地
域
的
な
（l

o
c

a
l

）
も
の
を
世

界
中
に
広
く
知
ら
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
韓
流
の
世
界
化
」
は
「
韓
国
文
化
を
全
世
界
に
広
め
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。 

 

も
う
一
方
で
、
地
球
化
は
、
経
済
だ
け
で
な
く
政
治
・
文
化
・

歴
史
・
生
態
・
疾
病
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
包
括
す
る
概
念
で

も
あ
る
。
だ
か
ら
今
で
は
、
韓
国
の
学
界
で
も
「
世
界
化
」
よ
り

は
「
地
球
化
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
私
た
ち

が
現
在
経
験
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
は
「
疾
病
の
地
球
化
」
に
属
す

る
。
ま
た
、
世
界
化
が
「
国
家
」
を
単
位
と
す
る
概
念
だ
と
す
れ

ば
、
地
球
化
は
国
家
と
い
う
境
界
が
解
体
し
た
状
況
を
言
う
。
た

と
え
ば
、
超
国
家
企
業
の
登
場
が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
ま
る
で
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
国
境
や
国
籍
の
制
約
を
受
け
ず
、
自

由
に
行
き
来
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
意
味
の
「
地
球
化
」
概
念
を
韓
国
社
会
に
本
格
的

に
知
ら
せ
た
張
本
人
は
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
が

一
九
九
七
年
に
書
い
た
『W

h
a

t
 
i
s

 
G

l
o

b
a

l
i

z
a

t
i
o

n
?

』
（
原

著
は
ド
イ
ツ
語
）
は
、
韓
国
語
で
『
地
球
化
の
道
』
（
二
〇
〇
〇
）

と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
。
「
世
界
化
の
道
」
で
は
な
く
、
「
地
球
化

の
道
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
「
世
界
化
」
言
説
に
た
い

す
る
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
の
批
判
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ウ
ル

リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
は
「g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

」
を
経
済
的
な
世
界
化

と
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
は
、
地
球
化
の
全
体
的
な
側
面
を
見

逃
し
た
誤
り
と
指
摘
し
つ
つ
、g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

は
情
報
・
文

化
・
生
産
・
生
態
な
ど
の
領
域
で
、
全
方
位
的
に
進
行
し
て
い
る

と
述
べ
た
。
特
に
「
危
機
の
地
球
化
」
に
た
い
し
て
は
、
す
で
に

一
九
八
六
年
に
書
か
れ
た
『
危
険
社
会
（R

i
s

k
 
S

o
c

i
e

t
y

）
』

（
ハ
ン
グ
ル
翻
訳
は
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
強
調
し
て
い
る
。
ま

た
、
『
地
球
化
の
道
』
で
は
「
地
球
化
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

球
性
（g

l
o

b
a

l
i
t
y

）
、
地
球
主
義
（g

l
o

b
a

l
i
s

m

）
、
「
省
察
的

近
代
性
」
（re

f
l
e

x
i
v

e
 m

o
d

e
r

n
i
t
y

）
な
ど
の
よ
う
に
、
新
し

い
地
球
学
的
概
念
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
二

。 

 

３
．
各
分
野
の
地
球
化 

 

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
の
指
摘
の
よ
う
に
、
地
球
化
は
、
過
去

三
十
年
余
り
の
間
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
・
宗
教
な
ど
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

地
球
化
の
多
様
な
側
面
を
理
解
す
る
す
る
た
め
に
、
各
学
問
分
野

で
も
地
球
化
を
研
究
す
る
傾
向
が
増
し
て
い
る
。
ヤ
ン
・
ネ
ー

デ
ル
フ
ェ
ー
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
は
各
分
野
別
に
地
球
化
に
関
す
る

研
究
主
題
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
（
下
図
）
。 

 
ま
た
、
最
近
改
訂
版
が
出
さ
れ
た

M
a

n
f

r
e

d
 
B

.
 
S

t
e

g
e

r

の

『G
l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n
:

 
A

 V
e

r
y

 
S

h
o

r
t
 
I

n
t
r

o
d

u
c

t
i
o

n

』
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（O
x

f
o

r
d

 
U

n
i
v

e
r

s
i
t
y

 
P

r
e

s
s

、
二
〇
二
〇
、
第
五
版
。
初
版

は
二
〇
〇
三
年
）
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

1
.
 W

h
a

t
 
i
s

 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n
?

（
地
球
化
と
は
何
か
？
） 

2
.
 
G

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n
 
i
n

 
h

i
s

t
o

r
y

（
歴
史
の
中
の
地
球
化
） 

3
.
 T

h
e

 
e

c
o

n
o

m
i
c

 d
i
m

e
n

s
i
o

n
 
o

f
 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
地
球
化
の
経
済
的
側
面
） 

4
.
 T

h
e

 
p

o
l
i
t
i
c

a
l
 
d

i
m

e
n

s
i
o

n
 
o

f
 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
地
球
化
の
政
治
的
側
面
） 

5
.
 T

h
e

 
c

u
l
t
u

r
a

l
 d

i
m

e
n

s
i
o

n
 
o

f
 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n
 

（
地
球
化
の
文
化
的
側
面
） 

6
.
 T

h
e

 
e

c
o

l
o

g
i
c

a
l
 
d

i
m

e
n

s
i
o

n
 o

f
 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
地
球
化
の
生
態
的
側
面
） 

7
.
 
I

d
e

o
l
o

g
i
c

a
l
 
c

o
n

f
r

o
n

t
a

t
i
o

n
s

 
o

v
e

r
 

g
l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
地
球
化
を
め
ぐ
る
理
念
的
対
立
） 

8
.
 T

h
e

 
f

u
t
u

r
e

 
o

f
 
g

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
地
球
化
の
未
来
） 

      

                     
分科学問  行為者、領域  キーワード  

経済学  多国籍企業、銀行、

技術  

グローバル企業、世界生産、  

グローバル資本主義、新経済、

d o t . c o m  

文化学  マスメディア、情報

通信、広告、消費  

地球ビレッジ、 C N N  W o r l d、マク

ドナルド化、  

ディズニー化、混種  

政治学  

国際関係学  

国家の国際化、社会

運動、国際 N G O  

諸国家の経済、ポスト国際政治学、  

地球市民社会  

社会学  近代性  資本主義、国民国家、産業化  

哲学  地球的省察性  地球倫理、普遍的道徳性  

政治境界学  資本主義  世界市場  

歴史学  

人類学  

文化間の交易、技

術、世界宗教、進化  

地球的流れ、地球的エクメネ

（ e c u m e n e）、  

企業の大規模化  

生態学  地球生態学、生態系

の統合  

宇宙船地球、地球的危機  

 

各学問分野の地球化  

 

＊ヤン・ネーデルフェーン・ピーテルス『グローバリゼーショ
ンと文化』、조관연 ·손선애訳、エコリーブル、 2 0 1 7 、 3 0 頁  
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こ
こ
で
は
、
地
球
化
と
い
う
一
つ
の
主
題
を
、
歴
史
・
政
治
・

経
済
・
文
化
・
生
態
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
「
地
球
化
の
文
化
的
側
面
」
、
「
地
球
化
の
政
治
的
側

面
」
と
い
っ
た
方
式
で
表
現
し
て
い
る
。 

 

４
．
地
球
化
を
扱
う
地
球
学 

 

一
方
、
各
学
問
分
科
に
お
い
て
地
球
化
現
象
を
扱
う
場
合
に

は
、
「g

l
o

b
a

l

」
と
い
う
修
飾
語
を
付
し
て
表
現
し
て
い
る
。

代
表
的
に
、
社
会
学
の
場
合
に
は
「g

l
o

b
a

l
 
s

o
c

i
o

l
o

g
y

」
、

歴
史
学
の
場
合
に
は
「g

l
o

b
a

l
 
h

i
s

t
o

r
y

」
と
い
う
の
が
そ
れ

だ
。
こ
こ
で
「g

l
o

b
a

l
 
s

o
c

i
o

l
o

g
y

」
は
、
韓
国
語
で
「
地
球

社
会
学
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
三

、
「g

l
o

b
a

l
 
h

i
s

t
o

r
y

」

は
、
日
本
や
韓
国
で
は
「
地
球
史
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
中
国

で
は
全
球
史
）
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

① 
S

e
b

a
s

t
i
a

n
 
C

o
n

r
a

d
,
 
W

h
a

t
 
I

s
 
G

l
o

b
a

l
 

H
i
s

t
o

r
y

?
, 

2
0

1
7

.
 

② 

川
上
紳
一
・
東
條
文
治
著
、
박
인
용
訳
、
『
一
冊
で
十

分
な
地
球
史:

 

地
球
の
六
大
事
件
か
ら
人
類
の
誕
生
ま

で
』
、
モ
ミ
の
森
、
二
〇
一
〇
（
原
題
は
『
最
新
地
球

史
が
よ
く
わ
か
る
本
』
） 

③ 

オ
ッ
ド
・
ア
ル
ネ
・
ウ
ェ
ス
タ
ッ
ド
、
옥
창
준
訳
、

『
冷
戦
の
地
球
史―

米
国
、
ソ
連
、
第
三
世
界
』
、
エ

コ
リ
ー
ブ
ル
、
二
〇
二
〇
（
原
題
は

T
h

e
 
G

l
o

b
a

l
 

C
o

l
d

 
W

a
r

） 

④ 

조
지
형‧

김
용
우
ほ
か
、
『
地
球
史
の
挑
戦―

ど
う
や

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
超
え
る
か
』
、
黄
海
文

集
、
二
〇
一
〇
。 

  

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
地
球
史
は
大
き
く
二
つ
の
分
野
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
ビ
ッ
グ
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
各
主
題
別
に
地
球
化
の
過
程
を
研
究
す
る
分
野
で

あ
る
（
た
と
え
ば
、
「
茶
（t

e
a

）
の
地
球
史
」
な
ど
）
。
ビ
ッ

グ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
の
地
球
史
は
、
先
史
時
代
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
、
地
球
が
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
過
程
を
巨
視
的
に
追

跡
し
て
い
る
。
代
表
的
な
地
球
史
学
者
で
あ
る
マ
ズ
リ
ッ
シ
ュ

（B
r

u
c

e
 
M

a
z

l
i
s

h

）
も
、
地
球
史
を
「
地
球
化
の
過
程
に
た
い

す
る
歴
史
的
省
察
」
、
ま
た
「
地
域
や
国
家
の
層
位
で
は
な
く
、

地
球
的
層
位
に
お
け
る
研
究
」
と
定
義
し
て
い
る
（
た
だ
し
前
者

が
地
球
史
の
固
有
な
領
域
で
あ
る
と
見
て
い
る
）
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
地
球
的
次
元
か
ら
歴
史
に
接
近
す
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
（
地
球
史
）
を
「
地
球
歴
史
学
」
と
呼
ぶ
な

ら
ば
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
学
」
も
「
地
球
社
会
学
」
と
呼
べ
る
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る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
「
地
球
宗
教
学
」
、
「
地
球
政
治
学
」
と

い
っ
た
命
名
も
可
能
だ
ろ
う
。
こ
の
文
章
で
言
う
「
地
球
学
」

は
、
こ
う
し
た
諸
学
問
を
総
称
す
る
概
念
で
あ
る
。
あ
た
か
も
朝

鮮
後
期
に
「
実
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問
の
流
れ
が
生
じ
た
よ
う

に
、
西
欧
の
学
界
で
も
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
「
地
球
学
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
学
問
潮
流
が
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

し
か
し
、
朝
鮮
後
期
の
思
潮
を
指
す
「
実
学
」
概
念
も
一
九
三

〇
年
代
の
朝
鮮
学
運
動
の
人
々
が
付
け
た
名
前
で
あ
る
よ
う
に
、

国
内
で
は
ま
だ
「
地
球
学
」
と
い
う
名
称
が
本
格
的
に
使
用
さ
れ

て
い
な
い
。
海
外
で
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
修
飾
語
は
つ
い

て
い
る
が
、
主
に
社
会
科
学
な
ど
の
一
部
の
分
野
で
の
み
使
用
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
学
の
学
問
的
ル
ー
ツ
が
、

社
会
・
政
治
・
経
済
・
文
化
の
相
互
連
結
性
を
理
解
す
る
と
こ
ろ

か
ら
出
発
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
「
地
球
学
」
と
い
う
学
問
分
野
が
別
途
に
あ
っ
て
、

上
の
表
で
紹
介
し
た
地
球
化
の
諸
現
象
を
総
合
的
に
扱
う
こ
と
も

あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『A

n
 
I

n
t
r

o
d

u
c

t
i
o

n
 
t
o

 

G
l
o

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s

（
地
球
学
入
門
）
』
が
そ
れ
で
あ
る
四
。
そ

の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

1
.
 
G

o
i
n

g
 
G

l
o

b
a

l

（
地
球
的
に
な
る
） 

2
.
 
N

a
t
i
o

n
-

s
t
a

t
e

 
S

y
s

t
e

m

（
国
民
国
家
体
制
） 

3
.
 
I

n
t
e

r
n

a
t
i
o

n
a

l
 
O

r
g

a
n

i
z

a
t
i
o

n
s

（
国
際
機
構
） 

4
.
 
H

u
m

a
n

 
R

i
g

h
t
s

（
人
権
） 

5
.
 T

h
e

 
N

a
t
u

r
a

l
 
E

n
v

i
r

o
n

m
e

n
t

（
自
然
環
境
） 

6
.
 
P

o
p

u
l
a

t
i
o

n
 a

n
d

 
C

o
n

s
u

m
p

t
i
o

n

（
人
口
と
消
費
） 

7
.
 
I

n
f

e
c

t
i
o

u
s

 
D

i
s

e
a

s
e

 
a

n
d

 
G

l
o

b
a

l
i
z

a
t
i
o

n

（
感
染

症
と
地
球
化
） 

8
.
 T

h
e

 
G

e
n

d
e

r
e

d
 W

o
r

l
d

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
世

界
） 

9
.
 
I

n
f

o
r

m
a

t
i
o

n
 
a

n
d

 
C

o
m

m
u

n
i
c

a
t
i
o

n
 

T
e

c
h

n
o

l
o

g
i
e

s

（
情
報
・
通
信
技
術
） 

1
0

.
 W

a
r

 
a

n
d

 
V

i
o

l
e

n
t
 
C

o
n

f
l
i
c

t

（
戦
争
と
暴
力
紛

争
） 

1
1

.
 
P

e
a

c
e

（
平
和
） 

  

こ
の
よ
う
に
「
地
球
学
」
は
、
最
近
に
台
頭
し
て
い
る
「
地
球

的
イ
シ
ュ
ー
」
（g

l
o

b
a

l
 i

s
s

u
e

）
を
研
究
対
象
と
す
る
幅
広

い
学
問
分
野
を
指
し
て
お
り
、
英
語
で
は
「G

l
o

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s

」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。 
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５
．
地
球
学
研
究
の
現
況 

 
一
九
九
〇
年
代
に
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
「
地
球
学
科
」
が
設
立
さ
れ
、
地
球
学
関
連
の
学
会
、
研
究
所

が
登
場
す
る
な
ど
、
急
速
に
独
立
し
た
学
問
の
一
分
野
と
し
て
定

着
し
た
。
地
球
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
「
地
球
政
治
経
済
と

発
達
」
、
「
地
球
的
文
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
、
「
地
球
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
、
「
地
球
的
意
識
（G

l
o

b
a

l
 
C

o
n

s
c

i
o

u
s

n
e

s
s

）
」
、

「
移
住
と
難
民
」
な
ど
を
扱
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
定
定

さ
れ
て
い
る
。
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
の
地
球
学
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め

て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ロ
ジ
ェ
イ
（E

d
w

a
r

d
 
K

o
l
o

d
z

i
e

j

）

は
、
地
球
学
の
研
究
と
実
践
に
適
し
た
地
球
的
イ
シ
ュ
ー
と
し

て
、
人
権
と
生
態
的
災
害
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
大
量
破
壊
兵
器
の

拡
散
な
ど
を
指
摘
す
る
五

。
実
際
に
、
最
近
の
地
球
学
学
会
や
研

究
所
の
主
な
関
心
は
、
コ
ロ
ナ

1 9
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

結
び
つ
い
て
い
る
。 

 

韓
国
で
も
地
球
学
に
た
い
す
る
関
心
は
と
て
も
高
い
。
し
か

し
、
や
や
制
限
的
で
あ
る
。
韓
国
の
あ
ち
こ
ち
の
大
学
で
「G

l
o

 

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s

」
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
大
部
分
は
国
際
お
よ
び

地
域
研
究
、
国
際
通
商
な
ど
の
既
存
の
学
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
地
球
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
拡
大
再
編
し
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め

地
球
学
の
学
問
的
外
延
は
と
て
も
狭
い
。 

 

 

地
球
学
関
連
の
代
表
的
な
韓
国
の
研
究
所
は
、
西
江
大
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
研
究
所
（C

r
i
t
i
c

a
l
 
G

l
o

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s
 

I
n

s
t
i
t
u

t
e

）
と
梨
花
女
子
大
地
球
史
研
究
所
（I

n
s

t
i
t
u

t
e

 
o

f
 

W
o

r
l
d

 
a

n
d

 
G

l
o

b
a

l
 
H

i
s

t
o

r
y

）
で
あ
る
。
西
江
大
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
科
学
研
究
所
は
、
研
究
所
の
英
文
名
「C

r
i

-
 

t
i
c

a
l
 
G

l
o

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s
 
I

n
s

t
i
t
u

t
e

（C
G

S
I

）
」
が
示
唆
す

る
よ
う
に
、
地
球
学
を
志
向
す
る
研
究
所
で
あ
る
。
地
球
的
次
元

の
問
題
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
権
力
と
資
本
が
主
導
す
る
「
上

か
ら
の
地
球
化
」
を
脱
皮
し
て
、
「
下
か
ら
の
地
球
化
」
と
い
う

展
望
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
生
活
の
違
い
や

経
験
の
多
様
性
を
「
普
遍
」
に
よ
っ
て
解
消
し
て
し
ま
う
帝
国
の

人
文
学
と
、
「
特
殊
」
の
名
に
よ
っ
て
本
質
化
す
る
民
族
の
人
文

学
を
拒
否
す
る
。 

 

趙
志
衡
（
조
지
형
）
教
授
に
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ

た
「
梨
花
女
子
大
地
球
史
研
究
所
」
は
、
西
欧
中
心
主
義
を
脱
皮

で
き
て
い
な
い
韓
国
の
世
界
史
研
究
の
傾
向
を
批
判
的
に
照
明
し

つ
つ
、
全
地
球
的
な
眺
望
と
観
点
に
も
と
づ
く
新
た
な
世
界
史
・

地
球
史
の
研
究
と
議
論
を
活
性
化
さ
せ
、
新
自
由
主
義
的
経
済
の

地
球
化
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
な
ど
、
地
球

的
次
元
の
問
題
に
た
い
す
る
社
会
的
論
議
と
対
応
策
を
用
意
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 
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Ⅲ
．
地
球
人
文
学
の
提
案 

 
１
．
「
世
界
史
」
か
ら
「
地
球
史
」
に 

 

西
洋
で
地
球
史
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
主
な
原
因
は
、
西

欧
中
心
主
義
・
近
代
中
心
主
義
・
人
間
中
心
主
義
な
ど
を
克
服
す

る
た
め
で
あ
る
。
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
は
、
二
〇
世
紀
に
西
欧

で
誕
生
し
た
諸
学
問
は
「
国
家
」
の
中
心
の
「
国
家
学
」
で
あ
っ

た
と
批
判
す
る
。
「
国
史
」
や
「
国
文
学
」
の
よ
う
な
国
家
単
位

の
学
問
が
成
立
し
た
か
ら
だ
。
「
世
界
史
」
（W

o
r

l
d

 h
i
s

t
o

r
y

）

は
こ
う
し
た
諸
「
国
史
」
の
集
合
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ

で
世
界
の
中
心
は
あ
く
ま
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
「
近
代
化
」
の
始
ま
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
設
定
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
が
書
い
た
世
界
史
は
、
西

洋
で
近
代
化
が
進
行
し
そ
れ
が
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い

う
西
欧
近
代
史
の
地
球
的
適
用
に
す
ぎ
な
い
。 

 

一
方
、
最
近
登
場
し
た
「
地
球
史
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主

義
を
克
服
す
る
努
力
の
一
環
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
西
洋
の
代

表
的
な
地
球
史
家
で
あ
る
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
コ
ン
ラ
ッ
ド

(
S

e
b

a
s

t
i
a

n
 
C

o
n

r
a

d
)

は
『W

h
a

t
 
i
s

 
G

l
o

b
a

l
 
H

i
s

t
o

r
y

?

』

（P
r

i
n

c
e

t
o

n
 
U

n
i
v

e
r

s
i
t
y

、
二
〇
一
六
）
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

 

 

「
地
球
史
」
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
家
た
ち
が
過
去
を
分
析

す
る
た
め
に
使
用
し
て
き
た
道
具
が
、
こ
れ
以
上
は
十
分
で

な
い
と
い
う
確
信
か
ら
誕
生
し
た
。
（…

）
特
に
近
代
の
社

会
科
学
と
人
文
学
と
い
う
二
つ
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
欠

陥
」
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
全
世
界
的
に
進
行
し
て
い
る

過
程
を
体
系
的
に
理
解
す
る
の
に
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
欠
陥
の
起
源
は
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
代

学
問
の
形
成
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

最
初
の
欠
陥
は
、
社
会
科
学
と
人
文
学
の
誕
生
が
（
国

民
）
国
家
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
（…

）
歴

史
は
大
部
分
の
地
域
で
国
史
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
第
二
の

欠
陥
は
、
近
代
の
学
問
分
野
が
あ
ま
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心

的
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
（…

）
国
家
、
革
命
、
社

会
、
進
歩
と
い
っ
た
分
析
的
概
念
は
、
具
体
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
経
験
を
ど
こ
で
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

（
普
遍
的
な
）
言
語
の
理
論
に
転
換
さ
せ
た
。
（…

）
地
球

史
は
近
代
学
問
の
二
つ
の
不
幸
な
斑
点
（
＝
生
ま
れ
的
欠

陥
）
を
克
服
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
（p

p
.
3

-
4

）
。 

  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
社
会
科
学
と
人
文
学
は
一
九
世
紀
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
が
、
そ
れ
は
「
国
民
国
家
の
誕
生
」
と

い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
を
も
と
に
し
て
い
る
点
で
限
界
が
あ
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る
。
最
近
台
頭
し
て
い
る
地
球
史
は
国
家
中
心
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

心
と
い
う
二
つ
の
短
所
を
克
服
す
る
た
め
に
試
み
ら
れ
て
い
る
新

た
な
歴
史
叙
述
の
方
式
で
あ
る
。 

 

地
球
史
の
研
究
者
た
ち
が
、
「
世
界
（w

o
r

l
d

）
」
と
い
う
語

の
代
わ
り
に
「
地
球
（g

l
o

b
e

）
」
と
い
う
用
語
を
好
む
理
由
も

こ
こ
に
あ
る
。
「
世
界
」
と
は
異
な
り
、
「
地
球
」
は
西
欧
中
心

主
義
に
汚
染
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
際
的
（i

n
t
e

r
n

a
t
i
o

n
a

l

）
や

超
国
家
的
（t

r
a

n
s

-
n

a
t
i
o

n
a

l

）
と
い
っ
た
用
語
と
同
じ
く
、

「
国
家
」
を
前
提
に
し
な
い
か
ら
で
あ
る
六

。 

 

韓
国
の
代
表
的
な
地
球
史
研
究
者
で
あ
る
趙
志
衡
も
、
地
球
史

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
・
中
華
主
義
・
自
民
族
中
心
主
義
・
国

家
（
一
国
）
中
心
主
義
・
人
間
中
心
主
義
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す

る
視
角
と
方
法
論
を
提
供
す
る
と
言
う
。
特
に
地
球
史
は
二
〇
世

紀
後
半
の
地
球
化
と
直
接
的
に
関
連
し
て
い
る
の
で
選
好
度
が
高

い
と
言
う
七

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
学
問
分
野
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
地
球

史
は
、
全
地
球
的
な
包
括
性
・
相
互
連
関
性
・
普
遍
性
・
脱
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
核
心
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
掲
げ
な
が

ら
、
人
類
史
全
体
に
た
い
し
て
客
観
的
で
脱
中
心
的
な
接
近
を
試

み
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
二
〇
〇
八
年
に
は
地
球
的
次

元
で
地
球
史
の
研
究
者
た
ち
を
結
束
さ
せ
、
地
球
史
を
政
治
史
・

経
済
史
・
社
会
史
・
文
化
史
な
ど
と
と
も
に
、
一
つ
の
歴
史
学
の

細
部
分
野
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
「
地
球
史
・
世
界
史
学
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（N

e
t
w

o
r

k
 o

f
 
G

l
o

b
a

l
 
a

n
d

 
W

o
r

l
d

 
H

i
s

t
o

r
y

 

O
r

g
a

n
i
z

a
t
i
o

n
s

）
と
い
う
研
究
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。 

 

２
．
「
地
球
」
を
対
象
と
す
る
地
球
人
文
学 

 

地
球
史
の
よ
う
に
、
人
間
と
国
家
中
心
の
近
代
的
人
文
学
の
限

界
を
超
え
て
地
球
的
次
元
で
の
人
文
学
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
趣

旨
で
、
円
光
大
円
仏
教
思
想
研
究
院
で
考
案
し
た
概
念
が
「
地
球

人
文
学
」
で
あ
る
。
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
社
会
科
学
分
野
を
中

心
と
し
た
地
球
学
は
、
依
然
と
し
て
人
間
中
心
的
と
い
う
限
界
が

あ
る
。
そ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
地
球
性
（G

l
o

b
a

l
i
t
y

）
の
概

念
に
は
、
人
間
を
除
く
、
非
人
間
存
在
は
排
除
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

実
際
に
チ
ャ
ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
は
、
地
球
化
の
話
が
本
質
的
に
人

間
中
心
的
で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
八

、
地
球
シ
ス
テ
ム
が
人
間
の

た
め
だ
け
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
悟
る
た
め
に
、
人
間

中
心
主
義
的
（H

o
m

o
c

e
n

t
r

i
c

,
 
a

n
t
h

r
o

p
o

c
e

n
t
r

i
s

m

）
思
考

か
ら
生
命
中
心
的
（Z

o
e

c
e

n
t
r

i
c

,
 
n

o
n

-

a
n

t
h

r
o

p
o

c
e

n
t
r

i
s

m

）
思
考
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
九

。 
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「
地
球
学
者
」
（G

e
o

l
o

g
i
a

n

）
を
自
称
し
た
ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー

（T
h

o
m

a
s

 
B

e
r

r
y

、
一
九
一
四
〜
二
〇
〇
九
）
も
地
球
を
搾
取

の
対
象
で
は
な
い
、
交
わ
る
べ
き
主
体
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
し
、
「
生
態
代(

E
c

o
z

o
i
c

 
E

r
a
)

」
と
い
う
時

代
を
提
案
し
た
。
ベ
リ
ー
は
、
従
来
の
学
問
は
す
べ
て
人
間
が
地

球
を
搾
取
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
研
究
さ
れ
た
と
批
判
し
、
地

球
の
た
め
に
地
球
を
研
究
す
る
時
が
来
た
と
提
唱
し
た
一

〇

。 

 

こ
の
よ
う
に
ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー
は
「
地
球
に
た
い
す
る
新
し
い

理
解
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
人
間
が
地
球
志
向
的
な
生
を
営
み
な

が
ら
地
球
共
同
体
で
他
の
存
在
と
調
和
し
て
生
き
て
い
く
方
法

を
、
自
ら
の
学
問
の
領
域
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
問
を
、

こ
の
文
章
で
は
「
地
球
人
文
学
」
と
命
名
し
よ
う
と
思
う
。
地
球

人
文
学
は
、
人
間
以
外
の
存
在
も
「
地
球
共
同
体
」
の
構
成
員
と

み
な
し
て
、
人
文
学
の
対
象
と
す
る
。
地
球
人
文
学
は
、
地
球
に

た
い
す
る
新
た
な
理
解
か
ら
出
発
し
、
人
間
中
心
で
は
な
い
地
球

中
心
の
地
球
化
を
学
術
的
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。 

 

実
際
に
法
学
分
野
で
は
ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー
の
提
案
に
し
た
が
っ

て
、
人
間
以
外
の
存
在
に
も
生
存
権
を
保
証
す
る
「
地
球
法
」

（E
a

r
t
h

 
J

u
r

i
s

p
r

u
d

e
n

c
e

）
を
制
定
し
よ
う
と
い
う
議
論
が
活

発
で
あ
る
。
韓
国
で
も
最
近
『
地
球
の
た
め
の
法
学
：
人
間
中
心

主
義
を
超
え
て
地
球
中
心
主
義
へ
』
（
康
錦
実
ほ
か
、
ソ
ウ
ル
大

学
出
版
文
化
院
、
二
〇
二
〇
）
が
出
版
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
人
類
学
の
分
野
で
も
従
来
の
人
間
中
心
の
人
類
学
を
越

え
て
（b

e
y

o
n

d

）
、
地
球
的
次
元
の
人
類
学
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
コ
ー
ン
（E

d
u

a
r

d
o

 
K

o
h

n

）
の
『
森
は

考
え
る
』
（
車
恩
姃
訳
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
原
題
は
「H

o
w

 

F
o

r
e

s
t
s

 
T

h
i
n

k
:

 
T

o
w

a
r

d
 
a

n
 A

n
t
h

r
o

p
o

l
o

g
y

 B
e

y
o

n
d

 

t
h

e
 
H

u
m

a
n

」
で
二
〇
一
三
年
に
出
た
。
副
題
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
「
人
間
中
心
の
人
類
学
を
超
え
る
」
人
類
学
を
試
み
て
い

る
。
こ
の
文
章
の
主
題
に
合
わ
せ
れ
ば
、
「
地
球
人
類
学
」

（G
l
o

b
a

l
 
A

n
t
h

r
o

p
o

l
o

g
y

）
と
命
名
で
き
よ
う
。 

 

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、
一
九
一
〇
年
に
出
た
リ
ュ
シ
ア
ン
・

レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
（L

é
v

y
-

B
r

u
h

l

）
の"

H
o

w
 N

a
t
i
v

e
s

 

T
h

i
n

k
"

（
先
住
民
は
ど
う
思
う
か
？
）
を
援
用
し
た
も
の
で
あ

る
（
ハ
ン
グ
ル
訳
は
김
종
우
訳
、
『
原
始
人
の
精
神
世
界
』
）
。

レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
が
「
理
性
」
と
い
う
思
惟
能
力
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
特
権
だ
と
考
え
た
と
す
れ
ば
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
コ
ー

ン
は
人
間
以
外
の
諸
存
在
に
も
「
思
惟
」
能
力
を
発
見
し
て
い
る

点
で
、
人
間
中
心
的
な
人
類
学
を
超
え
（b

e
y

o
n

d

）
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
学
問
は
人
間
中
心
主
義
を
克
服
し
、
地

球
共
同
体
に
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
多
様
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
地
球
人
文
学
も
た
ん
に
「
文
史
哲
」
の
み
に
限
定
せ
ず
、
地

球
法
学
や
地
球
人
類
学
、
ま
た
地
球
政
治
学
、
地
球
宗
教
学
、
地

球
平
和
学
と
い
っ
た
多
様
な
学
問
領
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
。 
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今
日
、
人
類
が
直
面
し
て
い
る
コ
ロ
ナ

1 9
と
い
う
地
球
的
危

機
は
、
人
間
が
地
球
シ
ス
テ
ム
自
体
を
攪
乱
さ
せ
た
結
果
だ
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
地
球
的
転
換
が
必
要
で
あ

り
、
地
球
的
連
帯
、
す
な
わ
ち
地
球
共
治
（G

l
o

b
a

l
 

G
o

v
e

r
n

a
n

c
e

）
が
要
請
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
人
間
中
心
の
「
人

間
世
」
ま
た
は
「
人
類
世
」
か
ら
、
地
球
の
中
心
あ
る
い
は
生
命

中
心
の
「
地
球
世
」
へ
の
移
行
が
要
求
さ
れ
る
。
地
球
人
文
学

は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
要
請
に
応
え
る
た
め
の
学
問
で
あ
る
。 

 

３
．
韓
国
哲
学
の
中
の
地
球
人
文
学 

 

地
球
人
文
学
的
な
問
題
意
識
は
、
韓
国
の
哲
学
の
中
に
も
発
見

で
き
る
。
朝
鮮
初
期
の
儒
学
者
で
あ
る
退
渓
・
李
滉
は
、
秋
巒
・

鄭
之
雲
と
と
も
に
、
中
国
の
「
太
極
図
」
か
ら
一
歩
進
ん
だ
「
天

命
図
」
を
製
作
し
た
。
「
太
極
図
」
が
太
極
か
ら
万
物
が
生
成
分

化
す
る
過
程
を
図
式
的
に
描
い
た
一
種
の
「
陰
陽
五
行
図
」
だ
と

す
れ
ば
、
「
天
命
図
」
は
宇
宙
を
一
つ
の
「
円
」
と
し
て
図
像
化

し
、
そ
の
中
に
人
間
と
万
物
を
配
置
さ
せ
て
い
る
点
で
、
ト
マ

ス
・
ベ
リ
ー
の
提
唱
し
た
「
地
球
共
同
体
」
の
図
像
化
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
円
仏
教
の
「
一
円
相
」
を
連
想
さ
せ

る
。 

 

ま
た
、
朝
鮮
後
期
の
実
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
洪
大
容
は
、

『
毉
山
問
答
』
で
西
洋
の
天
文
学
的
知
識
を
も
と
に
地
球
球
形
説

と
地
球
自
転
説
な
ど
を
主
張
し
つ
つ
、
「
世
界
の
中
心
は
な
い
」

と
い
う
脱
中
華
主
義
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
気

学
者
で
あ
る
崔
漢
綺
も
『
気
学
』
（
一
八
五
七
）
や
『
地
球
典

要
』
（
一
八
五
七
）
な
ど
に
お
い
て
、
思
惟
の
中
心
を
中
国
か
ら

地
球
に
転
換
す
る
試
み
を
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
事
実

は
、
現
代
の
西
洋
の
地
球
学
や
地
球
人
文
学
が
西
欧
中
心
主
義
を

克
服
す
る
た
め
の
学
問
的
努
力
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
後
期

の
実
学
は
中
華
中
心
主
義
を
克
服
す
る
た
め
の
努
力
の
産
物
だ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

東
学
か
ら
始
ま
り
天
道
教
、
円
仏
教
に
至
る
近
代
韓
国
の
開
闢

宗
教
に
お
い
て
も
、
地
球
学
で
用
い
ら
れ
る
「
地
球
的
想
像

（g
l
o

b
a

l
 
i
m

a
g

i
n

a
r

y

）
」
や
「
地
球
的
意
識
」
（g

l
o

b
a

l
 

c
o

n
s

c
i
o

u
s

n
e

s
s

）
の
よ
う
な
概
念
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

海
月
・
崔
時
亨
の
「
天
地
父
母
万
物
同
胞
」
思
想
、
少
太
山
・
朴

重
彬
の
「
一
円
」
「
謝
恩
」
、
鼎
山
・
宋
奎
の
「
三
同
倫
理
」
、

天
道
教
と
円
仏
教
の
四
海
一
家
や
、
世
界
一
家
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
人
間
と
万
物
が
一
つ
の
共
同
体
を
な
す
世
界
を
志

向
す
る
と
い
う
点
で
、
ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー
の
「
地
球
共
同
体
」

（E
a

r
t
h

 
C

o
m

m
u

n
i
t
y

）
概
念
と
相
通
じ
て
い
る
。 

 
ま
た
、
一
九
九
四
年
に
金
大
中
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
財
団
理
事

長
は
『F

o
r

e
i
g

n
 
A

f
f

a
i
r

s

』
に
寄
稿
し
た
文
「
文
化
は
宿
命

か
？
」
（I

s
 
C

u
l
t
u

r
e

 
D

e
s

t
i
n

y
?

）
に
お
い
て
、
東
学
や
仏
教
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の
よ
う
な
「
ア
ジ
ア
的
価
値
」
に
言
及
し
な
が
ら
「
地
球
民
主
主

義
」
（g

l
o

b
a

l
 
d

e
m

o
c

r
a

c
y

）
概
念
を
提
唱
し
た
。
彼
が
言
う

「
地
球
民
主
主
義
」
は
、
人
間
以
外
の
存
在
に
も
生
存
権
を
保
障

す
る
民
主
主
義
を
意
味
す
る
と
い
う
点
で
、
東
学
思
想
家
の
海

月
・
崔
時
亨
（
一
八
二
七
〜
一
八
九
八
）
の
提
示
し
た
「
敬
物
」
概

念
を
連
想
さ
せ
、
最
近
台
頭
し
て
い
る
「
生
態
民
主
主
義
」
や
一

一

「
地
球
法
」
と
も
相
通
じ
て
い
る
。 

 

Ⅳ
．
お
わ
り
に―

「
地
球
人
文
学
セ
ン
タ
ー
」
の
提
案 

  

現
在
、
韓
国
内
外
で
「
地
球
学
」
に
た
い
す
る
関
心
が
増
大
し

て
い
る
状
況
で
、
「
地
球
人
文
学
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
コ
ロ
ナ

1 9
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
況
か
ら
推
察
す
る

と
、
「
地
球
人
文
学
」
の
学
問
的
定
立
の
た
め
の
地
球
人
文
学
セ

ン
タ
ー
の
設
立
は
き
わ
め
て
急
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。 

 

「
地
球
人
文
学
セ
ン
タ
ー
」
は
学
際
的
研
究
を
志
向
し
て
い
る

点
で
、
円
光
大
学
の
多
様
な
研
究
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が

可
能
で
、
円
光
大
の
建
学
理
念
と
学
問
的
方
向
を
連
結
さ
せ
、
円

光
大
人
文
学
の
呼
び
水
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と

期
待
さ
れ
る
。 

  

付
記 

 

こ
の
文
章
は
二
〇
二
〇
年
八
月
二
六
日
に
円
光
大
学
校
プ
ラ
イ
ム

館
に
あ
っ
た
〈
校
策
研
究
所
連
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ−

１
９
以

後
の
大
学
研
究
所
の
針
路
〉
で
発
表
し
た
趙
晟
桓
と
許
南
診
の
「
コ
ロ

ナ
時
代
の
地
球
人
文
学
」
を
修
正
し
た
も
の
で
す
。
翻
訳
し
て
く
だ

さ
っ
た
片
岡
龍
教
授
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
文
章
は
、
後

に
「
地
球
人
文
学
的
観
点
か
ら
見
た
韓
国
宗
教
：
洪
大
容
の
『
医
山

問
答
』
と
開
闢
宗
教
を
中
心
に
」
と
い
う
題
目
で
『
新
宗
教
研
究
』
四

三
輯
（
二
〇
二
〇
年
、
九
一-

一
一
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
著

者
た
ち
は
最
近
、
篠
原
雅
武
『
人
新
世
の
哲
学
』
を
韓
国
語
に
翻
訳

す
る
な
ど
、
地
球
人
文
学
の
次
の
段
階
と
し
て
人
新
世
研
究
に
没
頭

し
て
い
ま
す
。
（
趙
晟
桓
） 

  

註 

一 

正
式
名
称
は
「
近
代
文
明
受
容
過
程
に
現
れ
た
韓
国
宗
教
の

公
共
性
」
で
あ
る
。 

二 

こ
れ
に
つ
い
て
は
趙
晟
桓
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
に
読
む

地
球
学(

一)
―

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
の
『
地
球
化
の
道
』

を
中
心
に
」
、
『
開
闢
新
聞
』
九
三
号
（
二
〇
二
〇
年
五

月
）
を
参
照
の
こ
と
。 

三 

た
と
え
ば
社
会
学
の
場
合
に
は
、
ロ
ビ
ン
・
コ
ー
エ
ン
、
ポ

ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
著
、
박
지
선
訳
、
『
地
球
社
会
学
』
、
人
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間
愛
、
二
〇
一
二
（
原
題
は

G
l
o

b
a

l
 
S

o
c

i
o

l
o

g
y

、
初
版

は
二
〇
〇
〇
年
）
が
代
表
的
で
あ
る
。 

四 
著
者
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
（P

a
t
r

i
c

i
a

 
J

.
 
C

a
m

p
b

e
l
l

）
、
マ
ッ

キ
ノ
ン
（A

r
a

n
 
M

a
c

k
i
n

n
o

n

）
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

（C
h

r
i
s

t
y

 
R

. 
S

t
e

v
e

n
s

）
。 

五 
P

a
t
r

i
c

i
a

 
J

. 
C

a
m

p
b

e
l
l
,
 
A

r
a

n
 
M

a
c

K
i
n

n
o

n
,
 
C

h
r

i
s

t
y

 

R
.
 
S

t
e

v
e

n
s

,
 
A

n
 
I

n
t
r

o
d

u
c

t
i
o

n
 
t
o

 
G

l
o

b
a

l
 
S

t
u

d
i
e

s
,
 

W
i
l
e

y
-

B
l
a

c
k

w
e

l
l
,
 
2

0
1

0
, 

p
.
3

.
 

六 
D

o
m

i
n

i
c

 
S

a
c

h
s

e
n

m
a

i
e

, 
G

l
o

b
a

l
 
H

i
s

t
o

r
y

,
 
G

l
o

b
a

l
 

D
e

b
a

t
e

s
,
 i

n
:
 
C

o
n

n
e

c
t
i
o

n
s

. 
A

 
J

o
u

r
n

a
l
 
f
o

r
 

H
i
s

t
o

r
i
a

n
s

 
a

n
d

 
A

r
e

a
 
S

p
e

c
i
a

l
i
s

t
s

, 
0

3
.
0

3
.
 2

0
0

5
.
 

<
w

w
w

.c
o

n
n

e
c

t
i
o

n
s

.
c

l
i
o

-

o
n

l
i
n

e
.
n

e
t
/
d

e
b

a
t
e

/
i
d

/
d

i
s

k
u

s
s

i
o

n
e

n
-

5
8

2
>

 

七 

趙
志
衡
、
「
地
球
史
の
未
来
と
歴
史
の
再
概
念
化
」
、
『
歴

史
学
報
』
二
〇
〇
輯
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
四
頁
。 

八 
D

i
p

e
s

h
 
C

h
a

k
r

a
b

a
r

t
y

,
 
"

T
h

e
 
H

u
m

a
n

 
C

o
n

d
i
t
i
o

n
 
i
n

 

t
h

e
 
A

n
t
h

r
o

p
o

c
e

n
e

,
"

 
T

h
e

 
T

a
n

n
e

r
 
L

e
c

t
u

r
e

s
 i

n
 

H
u

m
a

n
 V

a
l
u

e
s

,
 
Y

a
l
e

 
U

n
i
v

e
r

s
i
t
y

,
 
F

e
b

r
u

a
r

y
 
1

8
–

1
9

,
 
2

0
1

5
, 

p
.
1

4
1

.
 

九 
I

b
i
d

, 
p

p
.
 
1

6
5

-
1

6
7

. 

一

〇 

ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー
著
、
이
영
숙
訳
、
『
ト
マ
ス
・
ベ
リ
ー
の

偉
大
な
仕
事
』
、
対
話
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、
二
〇
一
四
。 

一

一 

た
と
え
ば
、R

o
y

 
M

o
r

r
i
s

o
n

著
、
노
상
우
訳
『
生
態
民
主

主
義
』
、
教
育
科
学
社
、
二
〇
〇
五
。
구
도
완
、
『
生
態
民

主
主
義
：
す
べ
て
の
平
和
の
た
め
の
政
治
的
想
像
力
』
、
ハ

ン
テ
ィ
ジ
ェ
、
二
〇
一
八
。 

 

（
趙
晟
桓
・
許
南
診
＝
韓
国
・
円
光
大
学
校 

片
岡
龍
＝
日
本
・
東
北
大
学
） 


